
一39一

中国の寧郷式鉄鉱床とその鉱床生成区

中国のいわゆる｢寧郷式｣鉄鉱床は中国南部に広く

分布し稼行価値も高いので中国における鉄鉱床探査

のおもな対象の一つとなっている.

ティンウエンチヤンピンシアン

1917年農商務部地質調査所の下文江は江西省洋郷県

シヤンチユサリン

の上棟嶺で鉄鉱層の露頭を発見した.彼の報告による

…･ヤンチユ1ケ叩ンピンチュウシアシヤン□ウ

と｢上株嶺の堆積性鉄鉱床は薄株鉄道狭山口駅の南

約20km付近にあり鉱石は赤鉄鉱を主要鉱石鉱物とし

品位はFe57.00%PO.855%SO.104%Si026.10%

である･鉱床は3鉄鉱層で構成され上部鉄鉱層の厚

さは1.5フイｰト中部鉄鉱層は2フイ]ト下部鉄鉱

層は3フィｰトである.これら鉱層間の厚さは10数

フィｰトから20数フィｰトある.鉄鉱層はときに砂岩

を爽在する緑色ないし紫色の千枚岩中に月李胎されその

千枚岩は石炭系のものによく似ているが変質がいちじ

るしくて証明し得たい.地質構造は複雑で断層がき

わめて多い･鉄鉱層の傾斜はほとんどの部分で50度を

越える..露頭にもと=づいて計算すると鉱量は少なく

とも300万tに達する｣.

これが1935年の中国鉱業紀要(実業部地質調査所･

国立北京研究院地質学研究所)では｢鉱床は層状を示

し傾斜がきわめて急で延長ははっきりしない.鉱

量は200万tを越えない.鉄鉱石の組成は次の通り

である.
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黄毛側下層�59.36�6.01�･O.522�痕跡

〃上上層�59.28�7,12�O,619�〃

三和洞�55.23�10.82�0.515�〃

枯桐樹下�58.62�11.25�O.634�〃

と書かれ鉱量が2/3に減少している.

テイン盲エンチヤン

下文江が石炭紀かも知れないとした地質時代は後に

デボン紀であることが確定された.

この鉄鉱床に｢薄郷式｣鉄鉱床の名.牽最初に与えたの

シェチャロン

はF.R.テゲングレンで彼の著(謝家莱訳)｢中国鉄

鉱志｣上冊(1921)の巻頭にそれがみえる.彼は

中国の｢鉄鉱の研究はまだ不完全だが現在判明してい

る限りでは次のように分類できる｣と前置きして

岸本文男

1)始生代鉄鉱床

2)原生代層状鉄鉱床(宣竜式)

3)水成岩中の結核状泣いし乳頭状赤鉄鉱褐鉄鉱菱鉄鉱各

鉱床(山西武)

4)石炭紀(?)変成砂岩中の赤鉄鉱鉱層(捧郷式)

5)花筒岩と直接関係ある赤鉄鉱鉱床･磁鉄鉱鉱床

6)二次成鉱床

7)砂鉄鉱床

ヒ'ンシヤン

の計7タイプに鉄鉱床を分類した.この洋郷式鉄鉱床

を説明して彼は次のように記載している.

｢このタイプの鉱床のおもな産地は江西･湖南両省

ピンシヤンシヤンチユ中リン

の省第に近い江西省洋郷の上棟嶺である.鉱石は魚卵

状赤鉄鉱を主としその魚卵状粒中には常に緑泥石のレ

リクトが認められさらに石基中にも多くの赤鉄鉱そ

れに石英が存在する.鉱層近辺の砂岩も魚卵状構造を

呈するがそめ部分には赤鉄鉱がきわめて少なくその

魚卵状粒はおもに緑泥石からなりまた石基中には石英

が多い.このよう狂現象は鉄分が後生であること緑

泥石と石英を鉄が交代したことを示している.砂岩も

鉱床も激しく摺曲しときには綴紋構造を示しときに

は初成状態を残している.粘土は一種類で鉱石は常

に塊状を示しその粘土の中に包まれて分布する.Fe

平均品位は50%以上だがP品位がとくに高く常に1

%以上である.したがってこの鉱石は中国唯一の塩

ヒ'ンシヤン

基性鉄鉱である.洋郷の東の砂岩中にも赤鉄鉱の薄層

シヤンチュウリン

カミ分布する.この砂岩は上株嶺の場合と同じものと思

われるが鉄鉱石の性質は異なり魚卵状構造を備えて

シヤン

いない.またこの砂岩は変成作用を受けているが上

チュウ凹ン

株嶺の場合ほどはいちじるしくない……｣.

シエチャロンチニンユｰチｰピン

だが12年後の1933年に謝家莱と程裕漠がこの｢薄

郷式｣の名称をその著｢揚子江下涛鉄鉱誌｣の中で｢寧

郷式｣と改亭それが次第に中国の地質学界に湊透し

筥ンシヤン

公認されるにいたったわけである.この寧郷式鉄鉱床

ワシリｰルンチエンユｰチｰ

の定義づけに大きな役割を果したのが正目俗と程裕洪ら

で彼らは問題の湖南省寧郷の鉄鉱床について1934年

に詳しい地質調査を行ないその層序や鉱床地質匁とを

検討して当該鉄鉱層の層位が所によって必ずしも同一

で律ないが地質学的には多くの共通性を備えているこ

とを明らかにした.この研究結果が発表されてから以�
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後デボン系中に分布する堆積性鉄鉱床はすべて寧郷式

鉄鉱床と称されるように狂ったわけである.

中国のデボン系中にみられる堆積性鉄鉱床はその層位

が必ずしも同一でなく1940年門倉三能は上部デボン

系基底の層状赤鉄鉱鉱層に限定して寧郷式鉄鉱床の名を

ニンシアン

付している.もし寧郷式鉄鉱床がデボン系中の堆積性

鉄鉱床すべてを抱括したものであれぱさらに細分した

｢一式｣が作られ注くてはなら校くなる.さらに

中国の各地質時代の地層中にはすべてそれほど性質に差

の無い鉄鉱層の堆積がみられるので層位の違いによる

｢一式｣はますます多く怒ってくる.33年も前の

現在ほど多くのデｰタがなかった時代でも前記の門倉

シャチヤ回ン

三能は謝家茱の分類を手直して次のような分類を試み

ている.

水成鉱床

シ旦7ソロ='シュ子ソロンクナシヤン

1)宣竜式鉄鉱床…宣竜系下部の雪山砂岩層中の層状赤鉄鉱

鉱床

2)徽県式鉄鉱床…上部シノレル系下部の団塊状赤鉄鉱鉱床

3)寧郷式鉄鉱床…上部デボン系基底の層状赤鉄鉱鉱床

チンI,ン

4)秦嶺式鉄鉱床…デボンｰ石炭系上部の団塊状赤鉄鉱鉱床

5)測水式鉄鉱黄鉄鉱鉱床…下部石炭紀コｰルメジャｰ中

の団塊状赤鉄鉱･黄鉄鉱鉱床

シヤンシｰ

6)山西式鉄鉱黄鉄鉱鉱床…二畳一石炭紀コｰルメジャｰ

中の団塊状赤鉄鉱･黄鉄鉱鉱床

^イチ目ン

7)漢中式鉄鉱黄鉄鉱鉱床…下部二畳紀コｰルメジャｰ中

の団塊状赤鉄鉱･黄鉄鉱鉱床

スｰチユアン

8)四川式鉄鉱･黄鉄鉱鉱床…申一下部ジュラ紀コｰルメジ

ャｰ中の団塊状菱鉄鉱･董鉄鉱鉱床

これに彼の言う動力変質鉱床すなわち堆積一被変成鉱床を

入れれば

子シシヤンウｰタイシｰツイ

9)鞍山式鉄鉱床…五台系下部の石噴統中の層状赤鉄鉱･磁

鉄鉱鉱床

が加わる.

この分類がなされてからすでに33年.実用上あま

り意味がなく堆積性鉄鉱床についてただ層位の違いを

表わしたにすぎず鉱床学的な意味を備えていないこ

のF.R.テゲングレン以来の分類方式カミ戦後間題視

凹ヤオシ

されたのは当然であろう.その議論は1964年に慶士

フアン

萢が指摘しているところでも明らかである(地質学級

44巻I期68頁).すなわち｢この分類方式による

と1地質時代の或る特定層位の鉄鉱層が幾つかの異枚

る“一式"で表わされたりあるいは異なる工業タイ

プのものを一つの“一式"にしたりすることカミ生じて

くる.たとえば貴州省の下部二畳系基底のすべて同

チｰシア

じ層位(栖霞基底コｰルメジャｰ)に位置する堆積性鉄

ルｰシャン

鉱層が同省の東南部に分布するものについては｢炉山式｣

フｰ凹ン

同省の北部に分布するものについては｢清陳式｣鉄鉱床

と呼ばれている.前者が菱鉄鉱鉱層後者が褐鉄鉱層

だからというわけである.このような混乱はほかで

も少桂く狂い｣.

チェンユｰチｰ

程裕漠は戦後この方式に手を加えて1953年に次のよ

う狂分類を発表してV･る(科学通報5月号).

火成鉱床

弩題了グマ分化鉱床

大廟式一塩塑性貫入岩と麗褒包香翁ミナジン･チタン磁鉄

鉱鉱床一遼寧省漢平県大廟

ペグマタイトおよびペグマタイト質鉱床

大回山式一燐灰石･陽起石･磁鉄鉱鉱床一安徽省当塗県大

ヤオシヤン

田山

緩遠式一合鏡鉄鉱ペグマタイト花開岩一内蒙古自治区(旧

スイユフンタヤン

纏遠省)固陽

高温熱水鉱床(交代･接触交代鉱床を含む)

タ■イェクｰイ二

大冶式一湖北省大冶

特殊な高温熱水鉱床

パイユンオポネイモンクｰパイユンオポ

白雲郡博式一内蒙古白治区白雲郡博

中温･低温熱水鉱床

ナンシャンタｰンツナソ…'ヤ:'

南山式一安徽省当塗県南山

堆積性鉱床

層状赤鉄鉱鉱床

宣竜式一震旦系成層魚卵状ないし腎臓状赤鉄鉱鉱床一河北

省宣化

寧郷式一上部デボン系成層魚卵状赤鉄鉱鉱床一湖南省寧郷

潜陳式一二畳系成層魚卵状赤鉄鉱鉱床一四川省浩陵

コｰルメジャｰおよびそれに関係ある地層中の含団塊状･豆

爽状潟よび薄層状鉄鉱鉱床

フアイナン

准歯式一石炭･二畳系コｰノレメジャｰ中の菱鉄鉱鉱床一安

フ丁イナン

徽省准南盆地

測水式一石炭系コｰルメジャｰ中の菱鉄鉱および赤鉄鉱鉱

床一湖南省中部

ウェイユフン

威遠式一ジュラ系コｰルメジャｰ中の菱鉄鉱および菱鉄鉱

自!イエ子ン

頁岩鉱床一四川省威遠

チチヤソ

秦江式一ジュラ系コｰルメジャｰ上盤砂岩中の赤鉄鉱鉱床

チ手ヤシ

ｰ四川省泰江

ユ'チャン

右法式一第三系コｰルメジャｰ中の菱鉄鉱鉱床一応酉儘族

ユ`チャン

自治区名江流域

オルドビス系侵蝕面上の石炭系基底部団塊状ないし豆爽状赤

磐難隻よび褐鉄鉱鉱床

山西式一山西省

沼鉄鉱鉱床

雲洋式一広東省雲洋

風化残留鉱床

レイポ■レイポ■

電波式一四川省雷波

鉄ゴッサン

ク子ンイジシヤンクア:'イン…'アン

観音山式一貴州省観音山

天水性割れ目先壊鉱床

イｰ7ンシヤンホイリｰパイプ了シュイｰ丁ンシヤン

尖山式一四川省会理県百花樹の尖山

静穏堆積および沖積鉱床

フｰチェ:'

福建式一漸江省･福建省･広東省の海岸地区

広域変成鉱床�
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第1図寧綴式鉄鉱床生成区図

I郡湘鉱床生成区

I工湘申鉱床生成区

皿湘競鉱床生成区

1V黙南鉱床生成区

Y桂北鉱床生成区

V[演東鉱床生成区

咽竜門山鉱床生成区

成層縞状堆積･被変成鉱床

アンシヤン了ン…'ヤン

鞍山式一遼寧省鞍山

豆葉状堆積一弱変成鉱床

ク■リツリン丈ヤングｰリツ

大栗子式一吉林省臨江県大栗子

性質不明の変成岩申の鉱床

馬和寺式一ユｰリサイトに構成成分カミ類似する鉄鉱床一遼

寧省撫順市馬穐寺

トシユワ='ポフオシチヨシトシュワン

通達盤式一含炭酸塩鉱物･磁鉄鉱鉱床一遼寧省鳳城県通遠

ボ

塗

彼によると寧郷式鉄鉱床とは上部デボン系中の魚卵

状構造をもった成層赤鉄鉱鉱床のことである.
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リヤオシフアン昌ンシアン

1964年前述の慶士萢は寧郷式鉄鉱床の鉱床生成区を

検討するに当り現在の大勢として採用されている｢全

デボン系中の堆積性鉄鉱層｣という定義に従っだとし

ている.いろいろ議論のあるところとは思うが筆者

リヤオシフアンニンシアン

も慶士竜のいう｢寧郷式｣を採用した.

第2図華北･華中･華南および周辺のデボン紀後期の古地理と堆積相

1.古陸削剥区

2.陸成相粗粒砕層堆積区

3.浅海相～半深海相シルト岩･頁岩･炭酸塩岩累層堆積区

4.浅海～半深海相堆積可能区

5.浅海～海浜相シルト砦･砂岩･炭酸塩岩累層堆積区

6.未確認海陸境界線

7.海長方向

鉱床生成区とその鉄鉱床の特徴

現在までに確認ずみの寧郷式鉄鉱床の分布によれば

次のよう狂鉱床生成区区分が可能である.

オシヤン

1.郡湘鉱床生成区

昌ンシアンオシアン

この生成区の寧郷式鉄鉱床はいわゆる都湘浅海水盆

チヤンナン

に堆積したものである.この浅海水盆は｢江南｣古陸

フアイヤン

山地帯の北側から｢准陽｣古陸の南縁にわたって拡がり

シヤンヤンツ

西は｢上揚子｣古陸の東麓部近くまで及んでいた(第2

図).

チンリン

当時の海水は南秦嶺舟状海盆を経て侵入したと思わ

フアナンクイヤン

れる.なお当時華南浅海水盆の海水が貴陽の東北

オシヤン

で都湘浅海水盆と通じていたとする人もいる.がし

リヤオシフアン

かし慶士萢の資料(地質論評第18巻第4期1958)に

鉱床生成区の名称�鉄鉱層胚胎層準�分布地域

郡湘鉱床生成区�上部デボン系上部の写経寿累層�大部分は湖北省一部が湖南省･四川省に及ぶ

湖中鉱床生成区�上部デボン系上部の錫鉱山累層�湖南省中部地域

湘鞍鉱床生成区�上部デボン系下部の余田橋累層�湖南省東部一江西省西北地域

鶏南鉱床生成区�主として中部デボン系宗家橋砂鼻層基底部�貴州省南部から西北にいたる地域

桂北鉱床生成区�主として中部デポ:ノ系小山砂岩層�広西憧族自治区中部一東部地域

潰東鉱床生成区�主として中部デボン系�雲南省東部一東北部地域

竜門山鉱床生成区�中部デボン系養馬煩累層および観霧山累層�四川省北部地域

��(塵士苑による)(第1図)

(慶士苑による)(第1図)�
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第3図郡湘鉱床生成区デボン紀後期の鉄鉱層堆積時における古地理と

岩相

1.先カンブリア系被変成砂岩･頁岩累層からなる古陸削剥区､

2.下部古生界頁岩･炭酸塩岩累層からなる古陸削剥区

3.海陸交替相ないし海浜相の石英質砂岩･粗粒砂岩堆積区

4.浅海相砂岩･頁岩(魚卵状赤鉄鉱層･魚卵状緑泥石層を爽

在)･石灰質頁岩･泥灰岩(菱鉄鉱層を爽在)･魚卵状緑

泥石岩堆積区

5.海水の侵入方向

クイヤン

よるとその貴陽東北方の地区には海峡はなくしたが

って海水が通じ合っていなかったことはまず間違いない

オシヤン

だろう.この都湘浅海水盆はデボン紀後期になって生

チン凹ン

じた北側の海峡を通じて南秦嶺舟状海盆と連絡がみられ

るように狂ったのだがその時代には同海峡の入口付近

フアン,ン

に黄陵山地が出張っていてそのためほとんど四方を閉

オシアン

ざされた内陸浅海水盆の状態を呈ししたがって都湘鉱

床生成区は鉄鉱鉱層の堆積に有利な古地理条件を備えて

いたわけである(第3図).

すなわちこのよう祖浅海水盆は一方では物質の来

源が広範囲に拡がり四周の古陸で削剥された物質が集

中されやすくまた一方では海水が比較的静穏な状態に

あって鉱層の堆積に適している.

シェｰインシ

この鉱床生成区の鉄鉱層は上部デボン系の写経寺累層

中に分布し鉱層とその上下位の岩層はすべて浅海め海

進に伴う堆積物である.当該デボン系の柱状断面では

下部から上部にその砕屑物カミ粗粒(石英砂岩)から細

粒(砂質頁岩とシルト岩)に変りそれぞれ円珍度とカ

級度は高い.鉱石はすべて魚卵状構造を示し赤鉄鉱

シャモサイト･菱鉄鉱から匁っている｡鉄鉱胚胎層

中および上･下位の岩層中には腕足類の化石カミ多産し

この化石もすべて浅海堆積の特徴を備えている.

オシアンバｰミアンシヤンチヤンハン

この都湘鉱床生成区は八面山榴曲帯および江漢凹地区

フアンイｰチン

に相当する(黄汲清1959).生成区一帯は准卓状地で

あるとはいえ地質構造は比較的簡単である.だが

箱形櫓曲やあるいは櫛形福曲が比較的発達している長め

両翼に露出する鉄鉱層が急傾斜し探査はなかなか難し

いようである.

2.湖中鉱床生成区

リ:■ウホンユｰ二'{'アニ'

刻鴻允の｢上泥盆紀古地理図｣(!955)によると細

チョン島ンシアンチヤンナン

中鉱床生成区の寧郷式鉄鉱層は｢江南｣古陸山地帯の東

フアナンシアンタイ

南側すなわち華南浅海水盆の湘桂舟状海盆の西北部分

(第2図参照)に堆積したものである.当時の海岸線

､ぼ響曲していたが閉鎖水盆ではない.鉄鉱物の供給

チヤンナ;'

{源とたったのは江南古陸山地帯だけであってその供給

:量は限られたものであった･したがって本鉱床生成

オシ7ン

区の古地理条件は都湘鉱床生成区の場合と異なっている.

チアンナンバンチ'

江南古陸山地帯は先震旦系の板渓層群の変成した頁岩

･砂岩を主とし部分的には下部古生層(頁岩･石灰岩)

から校る.

フアナンシ了ンカン

本鉱床生成区は華南准卓状地の湘輸榴曲帯内に位置し

ている･また本鉱床生成区内には複向斜構造が発達

しさらにこの複向斜中には多く'の一次オ｣ダの背斜と

尚斜が認められる.断層は急斜･緩斜のいずれも存在

し構造方向と斜交もしくは平行して分布する.

本鉱床生成区のデボン系はとくに鉄鉱の堆積と関係が

シｰクワンシヤンオシヤン

深い錫鉱山累層から妊り堆積物は都湘鉱床生成区の場

合と同じである･鉄鉱層は頁岩層中に分布しそのさ

らに下位は石英質礫岩と砂岩上位は粘板岩と泥灰岩で

あっていずれも多くの腕足類の化石を産し浅海の海

進堆積作用による生成物であることを物語っている.

鉄鉱胚胎層の上位と下位の岩層中に腕足類の化石が豊當

なことならびに堆積物の来源から考えると当時の

気候は温暖･湿潤であったと思われる.このデボン系

とその下位のオノレドビス系とは不整合で接しているが

これはカレドニア造山運動が本鉱床生成区にも及んだた

めと解される.

3.湘鞍鉱床生成区

この鉱床生成区の鉄分の沈殿はいわゆる鞍湘鳥海の

水域で行なわれたものである.この島海の東には華夏

{'〕｢ントニ'チ=〔一ソツ

古大陸が.西には湘東半島が島海の開口部分には天子

シヤンユシヤンシャン

山古島と雲陽山古島があって外海と島海を隔てていた

(第4図)と思われる.

バンチｰ

この島海付近の古陸･半島や古島は先震旦系板渓層群

の変成頁岩･砕岩からなり島海水盆の堆積物の来源と

放った.すなわち古陸･古島上で削剥された物質は

鉄分も含めてそのまま島海に運ばれて堆積したわけで

ある.

フアナンシヤンクイカン

この鉱床生成区は華南准卓状地の湘桂轄帯の東部に当

る.南方方向の応力の影響を受けて含鉱堆積層は多く�
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第4凶湘鞍鉱床生成1ヌ1デボン紀後期鉄鉱層堆積時におけ

る古地理と拷相

1.先カンブリア系被変成砂措･貞崇累層か㌦た

る古陸削剥区

2.魚卵状赤鉄鉱･緑泥石鉄鉱を爽在する滝海相

砂拷･頁岩累層堆積区

3.魚卵状赤鉄鉱･緑泥石･菱鉄鉱を爽在する溌

海相シルト砦･砂岩累層堆積区

4.浅海相征いし準深海相石灰岩累層堆積区

5.海侵の方向
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の転倒向斜･背斜を形作り榴曲軸の方向は東西に近い.

鉱層近くに貫入岩がみられる所では貫入岩の影響を受

けて赤鉄鉱は磁鉄鉱に変り硫黄分と燐分の多い鉱物

が増している.

この鉱床生成区の含鉄鉱層の産状と分布状況によると

当時(デボン紀の鉄鉱層堆積時)の海岸から比較的遠い

水域だとえば本鉱床生成区の中部と西南部は細粒砕暦

堆積物を主としさらに生物化学的沈殿物を來在し魚

卵状赤鉄鉱と炭酸鉄鉱を胚胎したシノレト相の堆積区であ

り海岸近くに相当する区域は砕盾堆積物が主として粗

粒で機械的淘沙作用を受けた特徴を備え魚卵状赤鉄

鉱を胚胎した砂相の堆積区である(第4図参照).鉄鉱

胚胎層とその上･下位の岩層中にはきわめて多くの腕足

エチアンキアオ

類の化石が存在し鉄鉱層を胚胎している余困橋累層は

全体として下部から上位に砕暦粒が次第に粗粒から細粒

に変りこの鉄鉱胚胎層とその上･下位岩層が浅海相の

海進堆積層であることを示している.

キ子ンナシ

4.辮南鉱床生成区

リュウホンユｰン

刻鴻允の｢中国中派盆紀古地理図｣(1955)によると

フアナンチヤンナン

この鉱床生成区の含鉄鉱層は華南浅海水盆の北縁江南

シヤンヤンソ

古陸山地帯の南西の山麓上揚子方陸の南側にかけて堆

積している(詳しくは第5図参照).また本鉱床生成

騒嚢･…………

ll｣支■1111杢

第5図華北･華中･華南および周辺のデボン紀中期の古地理と堆積相

1.古陸削剥区

2.陸成相堆積区

3.海成梱堆積区

4.海成相堆積可能区

5.浅海相荏いし海浜相石英質砂岩･礫料または砂料･頁給σ)

含鉄鉱層累層堆積区

未確認海陸境界

カレドニア櫓山

海侵方向

ヤンツチアンギアン

区は揚子准卓状地の潰黙榴施断裂構造区内に位置し卓

状地の性質を備えている.含鉄鉱層は傾斜が緩やかで

第1オｰダの榴曲カミきゃめて少ない.この構造区に関

する事実資料や具体的な地質の状況によると第6図の

ような古地理の概念図を画くことができよう.

この鉱床生成区のデボン系は北と東に向って次第に薄

化しやがて尖滅する.古陸の近辺は多くが粗大な砕

暦堆積物からなり古陸から遠ざかるに従って粗大枠暦

物が減少して細粒のものに変っていくがす柱わち砂相

に変っていくがシノレト岩や泥岩のような微細祖砕屑岩

は堆積せず炭酸塩岩を堆積している(第6図).この

切ヤオシフアンギアン

問題を説明するため慶生花はこの鉄鉱層堆積部分を黙

テンキプシナン

南海湾と名づけている.しかしこの幹南海湾は広く

開けた海であるため堆積性鉄鉱層生成の古地理条件と

して理想的なものとはいえ狂い.

本鉱床生成区の含鉄鉱層の下位には石灰岩が上位に

は石英質砂岩が分布しその鉄鉱層は海退堆積層であっ

てこの鉱床生成区とほかの寧郷式鉄鉱床の鉱床生成区

の状態は全く異なる.含鉄鉱層とその上･下位の岩層

の砕屠は粗大で礫質砂岩と呼ぶべき場合が多い.そ

の砕屑は石英あるいは黒色チャｰトときに方解石から

なり円珍度も分級度も比較的高い.さらにその膠結�
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第6図鶏南鉱床生成区デボン紀中期の鉄鉱層堆積期における古地理と

岩相

1.先カンブリア系板渓層群被変成頁岩･砂岩からなる古陸削

剥区

2.カンブリア系苦灰質石灰岩からなる古陸削剥区

3.オルドビス系削･しシルル系石灰岩･頁岩から潅る古陸削

剥区

4｡海浜相石英質砂岩･礫岩(含魚卵状赤鉄鉱層)あるいは赤

鉄鉱質砂岩堆積区

5.浅海相合赤鉄鉱層砂岩･石灰岩堆積区

6.浅海相石灰岩･砂岩･頁岩･珪質岩堆積区

7.海侵の方向

8､確定と推定境界線

物は炭酸塩や飲物質などで腕足類三葉虫カラミｰ

テスなどの化石を多産する.したがって含鉄鉱層と

その上･下位層は海浜相の堆積層であり当時の気候は

温暖･湿潤だったと思われる.

本鉱床生成区内の中部デボン系とシノレノレ系は小さな不

整合で接しシルル系は浅海相ないし半深海相の頁岩か

らなり中部デボン系の基底は海浜相に属する石英質砂

岩と礫岩からなり両者の堆積作用は不連続である.

したがって本鉱床生成区ではカレドニア構造運動が造

山運動の性質を備え一般にいう造陸運動のカテゴリｰ

に入るものと考えられる.

いちじ｡るしく高い.含鉄鉱層とその上･下位層に腕足

類の化石が非常に多く円珍度が高くて淘沙作用のいち

じるしく進んだ砂岩と礫岩が岩相の主体を構成している

ことから考えると本鉱床生成区の中部デボン系は浅海

相ないし海浜相に属するものであり堆積中の気候は温

暖･多湿型のものであったといえる.この含鉄鉱層

は一般に海進堆積層であるカミｰ部には海退堆積層も存

在している.このデボン系と中一下部オルドビス系が

不整合で接していることからすると本鉱床生成区内で

のカレドニア構造運動は造山運動であったと解される.

シヤオシャン

中部デボン系小山砂岩層に爽在する鉄鉱層のほか下部

シバイリュウチヤン

デボン系四排頁岩層と上部デボン系榴江層の申にも鉄鉱

層が分布しているがその稼行価値はか租り低い.そ

シヤ方シヤ;'

れら鉄鉱層の生成条件や地質の状況は中部デボン系小山

砂岩層中の鉄鉱層の場合と大同小異である.

ηハシ

6.領東鉱床生成区

昌ンシアンチアンユェペ`

本鉱床生成区の寧郷式鉄鉱層は潰越北古陸山地帯の

シヤンヤンツ昌ユショウジヤンチアントン

東側上揚子方陸の西南縁部半盲山西北麓の潰東海湾

に堆積したものと思われる(第5図).この場合物

質の供給源である古陸縁部の延長は大きく供給範囲も

広大で古地理的な鉱床生成条件はかなり整っていた.

キヤンナン

地質構造の性質は験南鉱床生成区の場合と同じである.

含鉄鉱層の傾斜は緩やかで多くは10-30｡でありそ

の構造は単純である.

含鉄鉱層は中部デボン系中に賦存し2含鉄鉱層あっ

て両層の間には厚さ20-50mの砂質頁岩が分布し下

位含鉄鉱層の下には礫質砂岩(8-10m)が上位含鉄

鉱層の上には砂質頁岩(10-20m)がさらにその上位

には石灰岩が分布する.これらすべての岩層が腕足類

の化石と植物化石を産出し浅海相の海進堆積層である

ことを示している.

5.桂北鉱床生成区

チヤンナンユンヵ一イ

江南古陸山地帯の南麓から雲開山地帯の北西縁部にか

昌ンシアンフアナン

けて寧郷式鉄鉱層が堆積している.この盲小盆は華南

浅海水盆の一部になる(第5図参照).またこの鉱床生

フアナン

成区は構造地質区区分からいうと華南准卓状地上の

クイシアン苗ンユｰチャン

桂湘籟榴曲帯中に位置し一部は右江櫓曲断裂区に跨が

っている.

シヤオシャン

おもな含鉄鉱層は中部デボン系の小山砂岩層中に分布

シヤ赤

している.この地域の地質に関する資料によると小

シヤン

山砂岩の堆積時には海岸近くで礫質砂岩などのようなお

もに粗粒堆積岩が堆積し海岸から遠い水域でシルト岩

のようなおもに細粒砕暦岩が堆積している.鉄鉱石そ

のものはSiO･含有量が比較的少たく機械的淘沙度は

7.竜門山鉱床生成区

チュウチｰンヤｰチユンリン

本鉱床生成区の鉄鉱層はデボン紀中期に九頂一摩天嶺

シヤンヤンツロンメンシヤン

の南東山麓上揚子方陸の北縁に拡がる竜門山海湾に堆

積したものである(第5図).この鉱床生成区の位置は

ソンパンカンチｰマｰチエン凹ン

松藩･甘孜榴曲断裂構造系の摩天嶺櫓曲帯に相当する.

ヤｰンマパクリンウシヤン

鉄鉱層は中部デボン系の養馬±貝層と観霧山層の砂岩と頁

シヤ■ウオン

岩中に分布しさらに上部デボン系の沙高子層も多数の

ビンルオプｰ

薄い鉄鉱層を爽在する.下部デボン系の平馬累鋪砂岩層

からなりデボン系の総層厚は900-2,400㎜に達しシ

ルル系とは不整合関係にある.鉄鉱層そのものとその

上･下位層は珊瑚や腕足類の化石を多産し浅海相の海

進堆積層で鉱層堆積時の気候は温暖･湿潤であった

と思われる.鉄鉱層の層数は多いが薄くシルル系お�
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よび石炭系中にも鉄鉱層が胚胎されている.したがっ

てカレドニア構造運動は本鉱床生成区においても造山

運動の性質を備えていたといえる.含鉄品位は中程

度で鉱石は魚卵状赤鉄鉱から祖る.鉄鉱石は連続性

に乏しくその延長はそれぞれ数100mで急激に尖滅

する･地質構造は複雑で局部的に輝緑岩岩脈の貫入

によって赤鉄鉱が磁鉄鉱に変っている､

星ンシアン

寧郷式鉄鉱床の性質･産状に関する記載をまとめてみ

ると次のように言うことができる.

1)寧郷式鉄鉱床はすべてデボン系の地層申に胚胎され鉄鉱

層･鉄鉱胚胎層は腕足類や珊瑚の化石を多産する.

2)鉱体は成層し単層または多層からなり砂岩･頁岩に來

在されている.卓状地もしくは准卓状地に分布する場合

にはこの鉄鉱層は一般に層数が少なく安定しているが

地向斜区ないし准地向斜区に分布する場合には鉄鉱層の数

はか放り多くかつ変化が激しい.

3)鉱石は主として魚卵状か球状の組織を有し例外的に偽魚

卵状または砂粒状の組織を備えていることもある.鉱石

は主として赤鉄鉱からなり緑泥石･磁鉄鉱･菱鉄鉱･方

解石･褐鉄鉱･石英などを伴っている.

4)鉱石のFe品位は通常40-48%だがときには27-35%の

場合もある.一般に深い位置にある堆積性原鉱石のFe

品位はより低く地表の酸化帯の鉱石のFe品位は高い.

鉱石中のCaOとMgOの品位は低く多くは半白熔な

いし白溶性鉱石となる.鉱石中の総量Fe量SiO｡量

CaO+MgOは互いに反比例する.そのほかA1.03そ

の他の元素はほぼ安定していてP品位は高くS品位は

低い.

5)含鉄鉱層は一つのものが連続分布するのでなく数100km

連続延長してから一度消滅するかあるいは鉄化砂岩に漸

移し100kmないし数kmして再び現われる.

6)鉄鉱石は一定の変成作用を受け鉱石中の石英が白熔現象

と緑泥石･赤鉄鉱などによる交代現象を備えまた各鉱物

カミ相互に交代し合った現象も認められる.魚卵状の鉱物

群が変成して扁平な楕円形に変ったり貫入岩の影響を

受けて磁鉄鉱が生じたりSとPカミ多く扱っていることも

ある.

鉄の来源

ニンシアン

鉄の来源については現在寧郷式鉄鉱床を研究して

いる中国の地質学者の見解が一致してきたようである.

彼らはその鉄が海盆付近の古陸からもたらされたと

している･すなわち'古陸の鉄を含んだ岩石が風化し

て鉄を含んだ物質が水蝕･運搬され水盆もしくは海

湾に達して沈殿し鉄鉱層を形成したというわけであ

る･その根拠と論点は次の通りである.1)鉄鉱層

が多層性で砂岩･頁岩と互層しまた或る場合には砂

岩や頁岩中に単層で爽在されている.このことは鉄

の来源と鉄鉱層の上･下位に分布する岩層の砕属物の来

源が同一であることを物語っている.いうまでもなく

鉄の来源は他の砕屑の来源の位置に較べて遠い場合もあ

れば近い場合もあり得るが寧郷式鉄鉱床の堆積時には

その近くにすべて古陸が存在していた(第2-6図参照).

したがって寧郷式鉄鉱床の構成物質の来源と近くの古

陸と関係ありと考え得る根拠はあるわけである.さら

に2)鉄鉱胚胎層中にみられる多くの事実からも鉄

鉱層を構成する砕屑の来源は古陸であると説明するこ

ギア;'ナン

とができる･たとえば黙南鉱床生成区の鉄鉱胚胎層

中には近くの古陸の震旦系に特有な他の地方の震旦系

にはほとんど見られない黒色チャｰトの砕屑が常に認め

られる･この黒色チャｰトの砕屠は粗大でこれを別

の原因による砂層と考えることは非常に難しい.加え

てこの粗大枠暦が多く堆積しているのは海岸に近い部

分である.これらの事実は鉄鉱層中の砕暦が当時の

古陸に由来するものであることを示嵯している.

堆積性鉄鉱床カ畦成する場合その鉄の来源に2種あ

って1は海底火山の噴出に起因するもの1は陸地の

含鉄岩石の風化に由来するものである.中国南部のデ

ボン系の岩相その時代の古地理･堆積構造に関する資

料によるとデボン紀には広大な中国南部全体で火山の

噴火は全く認められ狂い.したがって寧郷式鉄鉱床の

場合その鉄の来源は海洋でなく陸地の含鉄岩石の風

化に求めなくてはならない.

一般的に言えば古陸の岩石の性質は同一でたく含

鉄量も異恋り水触･運搬量にも多･小の差があるので

鉄鉱層の形成後にも鉱量と品位に差が現われる筈である.

しかし寧郷式鉄鉱床の場合には各鉄鉱床のFe品位は

あまり差が狂い.これは寧郷式鉄鉱床の堆積時に堆

積水盆の付近に位置した古陸･古島を構成していた岩石

バンチ■

(先震旦系板渓層群放ど)の各含鉄量が似かよっている

ためと解される.

鉄鉱の品位と堆積環境

寧郷式鉄鉱床の鉱石が魚卵状組織を有し含鉄鉱層と

その上･下位層がすべて腕厘類珊瑚征どの化石を産す

るので鉄鉱層などの海成相の堆積時の気候が温暖･湿

潤であったことは疑いない.鉱石中に酸化鉄(Fe3+)が

存在することはこの鉄鉱が酸化条件下で堆積したこと

を示している.また同時に鉱石中には珪酸鉄(たと

えば緑泥石)と炭酸鉄(たとえば菱鉄鉱)などの2価の�
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第7図籍南鉱床生成区の海退堆積断面模式図

1.礫岩の堆積

2.粗砂岩の堆積

3､鉄鉱層の堆積

4.石灰岩の堆積

5.古陸拷石

第8図海進作用での鉄鉱堆積断面模式図

ユ.砕屑岩の堆積

2.Iシルト質ないし泥質岩の堆積

3.鉄鉱層の堆積

4.泥灰岩ないし礫岩の堆積

5.古陸岩石

鉄も少なくたい･この2価の鉄の沈殿は逆に酸素

不足の条件の結果であって一般に還元条件下の堆積作

用の産物である.浅海校いし海浜におけるこの種の鉄

鉱の生成を考えてみるとその鉄鉱は酸化条件から還元

条件に移り変る間の沈殿物で一当時の海水のpHは人よ

そ3-7であったと思われる.･この条件はときには

キアンナン

酸化条件側にかたより(たとえば黙南鉱床生成区の場

合)ときには還元条件側にかたよっている(たとえば

オシアン

都湘鉱床生成区の場合).

キアンナン

黙南鉱床生成区の鉄鉱床はほとんど3価の鉄だけから

なりその堆積時の酸素が十分で海水が比較的浅かっ

たことを示している.また鉄鉱石中の石英の砕暦は

粗大で偽魚卵状ないし球状の構成体中に常に石英また

は方解石の砕暦を含み当該鉄鉱層が海浜相の堆積物で

あることを物語っているがこのような堆積環境では含

鉄品位が高くたい.N.M.スト'ラｰホフおよびM.S.

シュベツォフらの見解では'砂岩中に鉄鉱が堆積してい

る場合そのFe･品位は一般に低くもっともすぐれて

いるのは海岸から遠く離れた水域部分の堆積岩に相当す一

るシルト岩ないし泥岩中に賦存する堆積性鉄鉱の場合で

Fe品位がきわめて高い.さらに泥灰岩になるとFe品

位は再び低下しそして石灰岩中の場合に最小となる.･

中国の寧郷式鉄鉱床の産状はまさにこのことを証明し

ているものといえよう.石灰岩中の含鉄品位がもっ

とも低いのはN.M.ストラｰホフに言わせると｢こ

れはすべての炭酸塩物質が増大することによってその

漢和作用が影響するためである｣.

キアンナ.ソニン

上記の関係からみると齢南鉱床生成区めナベての寧

郷式鉄鉱床は低品位で高品位鉱層への期待は難しい.

クイペｰ

桂北鉱床生成区の場合も'これに似ている.だが一そ

のほかの寧郷式鉄鉱床はシノレト岩相と泥岩相のもので

そのために鉄鉱の品位は一般に高い.

堆積性鉄鉱のFe品位の高低は上述の要因を除くと

海水の進退とも関係がある.寧郷式鉄鉱床は一般に海

キアンナン

進堆積作用によるものであるが黙南鉱床生成区の場合

だけは海退堆積作用の産物である.後者の鉄鉱層の層

数と厚さは古陸から離れるにつれて多くかつ厚く校り

(第7図)逆に古陸に近づくにつれて少匁くかつ薄

オシアン

くなる.海進堆積作用で生じた鉄鉱層の場合(郡湘･

シアンチョンシアンカンチアントンロンメンシアン

湖中･湘籟･濱東･竜門山の各鉱床生成区)の鉱層の

層数と厚さは古陸から離れるにつれて少たくかつ薄

く放る(第8図).

このようた現象が生じた原因についてはまだ解明さ

,ヤオシフアン

れていないようである.筆者の知る限りでは慶士萢

が提起した仮説がある程度である.彼は次のように述

べている.

｢飲物質カミ沈殿する作用の進行過程で海退時におい

ては海岸近くの水域の海深の減少海水のPH値の減少

とEh値の増大によって元来鉄の沈殿に適していた水域

が次第にそれに適さない水域に変り鉄鉱を堆積しなく

なりそこでは最初に堆積した鉄鉱層だけと放って海

岸近くの鉄鉱層数が相対的ピ減少し薄化することにな

る.そして逆に海岸から離れた遠い水域に該当する部

分では鉄鉱層の数が多くなり層厚が厚くなる.

'海進時では状況がそれと全く反対に海岸近くの水域

の本来の鉄鉱堆積部分は海進によって海深が次第に深

くPH値カミ次第に大きくEh値が次第に小さくなり

鉄鉱の堆積条件としてよい環境を迎えるがさらに海進

が進むとPH値はさらに大きくEh値はさらに小さく

たって飲物質は堆積しようもなくなってくる｣.

古1地理と鉄鉱の堆積条件

鉄分がきわめて多量にあっても古地理環境が鉄鉱の

堆積に不適当であれば'当然鉄鉱層は堆積しようもな�
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い.逆にただ好適放古地理条件を有するだけで鉄

分がなければ品位の高い規模の大きい鉄鉱層は堆積

されようもない.この2つの要素は互いに因果関係に

オシアン

あって相互に制約し合う.たとえば都湘鉱床生成

区はほとんど閉鎖された内陸古海盆(第3図参照)で

四周すべてが堆積物の供給源とたりさらに大海の暴風

･風浪カミこの内陸古海盆には影響を与え難くしかもこ

の古海盆の面積が巨大で海水が静穏なことはコロイ

ド化学的沈殿の進行に有利であった.これらのことが

オシアンニンシアン

都湘鉱床生成区の寧郷式鉄鉱層のFe品位が高く規模

が大きいおもな原因と狙っている.

シアンカン

湘轄鉱床生成区はもともと一つの海湾中の島海区であ

りこの島海は三面を山で囲まれ(第4図参照)出口

はまた古島でほとんど閉鎖されて堆積性鉄鉱の形成に適

した古地理条件を形作っている.だからこの鉱床生

成区の寧郷式鉄鉱層のFe品位が高く規模カミ大きいの

は決して偶然のことでは泣い.

キプンナン

黙南鉱床生成区の古地理条件は上述の2鉱床生成区の

場合といちじ｡るしく異なり寧郷式鉄鉱層生成時におけ

る古地理は海岸線がいってみれば直線的で響曲せずま

た古島もなく大洋と隔絶されてもいない一つの開いた

海湾であり(第6図参照)大洋の巨浪に襲われやすく

海水が静穏でなくコロイド化学的な沈殿には不向きで

ある.その上陸源物質の供給は限定される.その

ため沈殿した鉄鉱層のFe品位か低く規模カミ小さい

のも当然であろう､

さらに分布範囲の広い鉄鉱層が形成されるには適

当な海深の平坦な広い海底面の形成(鉄鉱堆積時)と

保持(鉄鉱堆積期間)が不可欠であろう.この問題に

ついては鉄鉱層形成前の石英質砂岩層と礫岩層の堆積

による｢整地｣作用で説明されている.

シヤンヤンヅ

部分が上昇して上揚子方陸などの古陸と狂りすでに古

チヤンナン

陸であった部分はさらにひき続いて上昇した(江南方陸

および華夏古大陸).そしてデボン紀堆積区は相対的

に沈降した.そのため古陸表面の削剥速度が大きく

なり堆積区内の堆積層は厚さを増した.古陸表面で

削剥され運搬された鉄分は一般にコロイド溶液か懸濁

物となり地表水が浅海ないし海浜に流入するにしたが

いまず先に砕屑物および分解しやすい元素を沈殿･堆

積し鉄は適当た化学的条件になるのを待って析出･沈

殿･堆積する.したがって堆積する砕屠の量は常に

多量で鉄生成体はその砕屑層間に爽在される形となり

その爽在部位は砕屑物がシノレト質ないし泥質に移り変る

ところに相当する｣.

三ンシアンオシアンシアンチ目ンシアンカンキアンナンクイペｰ

｢寧郷式鉄鉱式は郡湘･湖中･湘轄･騎南･桂北･

チアントン

漠東の各鉱床生成区の場合一般に准卓状地に堆積して

いる.周知のように中国の准卓状地区のデボン系が

分布する地域にはすべて寧郷式鉄鉱床が発見されている.

ニンシアン

しかし地向斜区で寧郷式鉄鉱床を胚胎しているのは現

ロンメンシアン

在わかっている限り竜門山鉱床生成区だけである.

ニンシアン

ｰ般的に言えば准卓状地の寧郷式鉄鉱床は規

模が大きく鉱層は連続･安定し延長は数良㎜に達し

て薄化･尖滅する.そして一枚の鉱層は厚く鉱石

の変成度は概して低い.地向斜区の場合はこれと全く

反対で鉱層の可採規模は小さく一枚の鉱層は薄く

長く連続せず数100mまでであり鉱石の変成度が概

して高い｣.

この現象が生じた原因は｢准卓状地(ないし卓状地)

ρ部分が一般に平穏な状態にあって沈降の度合カミ比較

的小さく堆積物が比較的均一で堆積構造も一定範囲

では安定することが可能であったと思われる.そし

て地向斜区の場合はこれと逆でそれぞれ反対の現象

が生じたものと思われる｣.

構造地質と鉄鉱の沈殿･堆積

デボン紀とシノレル紀の間には不整合や微不整合偽

整合が普遍的に存在しカレドニア構造運動が各寧郷式

鉄鉱床生成区に普遍的に働いたことを物語っている.

この造山運動の証拠をもとにして寧郷式鉄鉱床の形成

と構造運動との関係が次のように結びつけられている

リヤオシフアン

(慶生花1964).

｢カレドニア構造運動の結果もとは古陸でなかった

以上を以て本稿を終るが中国の鉱物資源に関するわ

が国での発表情報は正直なところ｢石油･天然ガス

･油母頁岩｣を除いてすべて正確を欠くのが実態であ

る.中国自体の発表が削'限りそれは仕方のないこ

とだが数少い入手論文もそれほど活用されているとは

言えない.本稿はほとんど中国の発表文献だけをもと

にして書いた.以後はソ連の中国に関する文献も活用

してみたい.

(筆者は鉱床部)�


